
いちごドリルプリント

光・音・力プリント 名前

問1 質量110gの円柱形のおもりの下に、面積が55平方cmの底板がついた物体があります。この物体を脱脂綿の上に置いたとき、物体が脱脂綿には
たらかせる圧力は何Pa（パスカル）になりますか。ただし、100gの物体にはたらく重力の大きさを1Nとします。 （2024年 福島公立入試 類似）

1. 20Pa 2. 200Pa 3. 2000Pa 4. 20000Pa

問2 凸レンズを用いて物体のはっきりとした実像をスクリーンに映す実験において、凸レンズを固定し、物体をレンズに近づけていきました。この
とき、スクリーンに映る実像の大きさと、実像を映すために必要なレンズからスクリーンまでの距離の変化の組み合わせとして正しいものはど
れですか。 （2017年 山形公立入試 類似）

1. 像の大きさは大きくなり、レンズ
からスクリーンまでの距離は長くな
る。

2. 像の大きさは大きくなり、レンズ
からスクリーンまでの距離は短くな
る。

3. 像の大きさは小さくなり、レンズ
からスクリーンまでの距離は長くな
る。

4. 像の大きさは小さくなり、レンズ
からスクリーンまでの距離は短くな
る。

問3 凸レンズを用いた実験において、光源の先端から出た複数の光の進み方を観察した。光軸に平行に進んでレンズに入射した光と、レンズの中心
を通って入射した光の、通過後の進み方の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2018年 佐賀公立入試 類似）

1. 平行な光は反対側の焦点を通り、
中心を通る光は直進する

2. 平行な光は手前側の焦点を通り、
中心を通る光は反対側の焦点を通る

3. 平行な光は直進し、中心を通る光
は反対側の焦点を通る

4. 平行な光は反対側の焦点を通り、
中心を通る光も反対側の焦点を通る

問4 モノコードの弦を弾いて出た音をマイクロホンで拾い、コンピュータの画面上で波形として観察しました。この波形において山から山までの間
隔が狭くなるように弦を調節して弾いたとき、耳の中にある鼓膜の動きにはどのような変化が生じますか。 （2023年 三重公立入試 類似）

1. 鼓膜が1秒間に振動する回数が増
える。

2.
鼓膜が1秒間に振動する回数が減る。

3. 鼓膜が1回の振動で前後に動く幅
が大きくなる。

4. 鼓膜が1回の振動で前後に動く幅
が小さくなる。

問5 あるおもりをばねにつるして空気中でばねののびを測定すると17.5cmであった。次に、このおもりを水が入った容器の中に完全に沈め、おもり
が底に触れていない状態でばねののびを測定すると15.4cmに減少した。このように、液体中の物体に上向きにはたらく力の名称と、ばねののび
が変化した理由の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2023年 山形公立入試 類似）

1. 浮力：水がおもりを上向きに押し
上げる力がはたらき、ばねを引く力
が小さくなったから

2. 重力：水中ではおもりの質量その
ものが減少するため、ばねを引く力
が小さくなったから

3. 水圧：水がおもりをあらゆる方向
から等しく押すことで、ばねを縮め
る力がはたらいたから

4. 弾性力：水に浸けることでばねの
性質が変化し、同じ力でも伸びにく
い状態になったから

問6 ゴムひもにおもりをつるし、おもりの質量を横軸に、ゴムひも全体の長さを縦軸にとったグラフを作成した。自然の長さが16.0cmで、おもりの
質量に比例して「のび」が増えていくとき、描かれるグラフの特徴として最も適切なものはどれか。 （2022年 佐賀公立入試 類似）

1. 縦軸が16.0cmの点から始まり、
おもりの質量が増えるにつれて一定
の割合で値が大きくなる直線

2. 原点（0,0）から始まり、おもり
の質量が増えるにつれて一定の割合
で値が大きくなる直線

3. 縦軸が16.0cmの点から始まり、
おもりの質量が増えるほど、のびる
割合が小さくなっていく曲線

4. 原点（0,0）から始まり、おもり
の質量に反比例して値が小さくなっ
ていく曲線

問7 垂直な壁に固定された鏡の正面に、アルファベットの「F」の形に穴が開いた板を、鏡の面と並行になるように置きました。この板の真後ろから
鏡をのぞき込んだとき、鏡の中に映る文字の像は、実物と比べてどのような状態で見えますか。 （2015年 福井公立入試 類似）

1. 上下はそのままで、左右が反対に
入れ替わった状態

2. 左右はそのままで、上下が反対に
入れ替わった状態

3. 上下も左右も入れ替わり、180度
回転した状態

4. 実物の向きとまったく同じ状態

問8 物体をばねばかりにつるして空気中で重さをはかったところ、ばねののびは5センチメートルでした。次に、この物体をすべて水中に沈めたとこ
ろ、ばねののびは4センチメートルになりました。物体が受けている上向きの力を「浮力」と呼ぶとき、この浮力の大きさに相当するばねののび
の量は何センチメートルですか。 （2019年 鳥取公立入試 類似）

1. 1センチメートル 2. 4センチメートル 3. 5センチメートル 4. 9センチメートル

問9 水中にある物体にはたらく「浮力」の性質について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2021年 島根公立入試 類似）

1. 物体にはたらく重力と、水中で物
体が受ける上向きの力の差を浮力と
呼ぶ

2. 水中の物体にはたらく浮力の大き
さは、その物体と同じ体積の水の重
さに等しい

3. 物体が水に浮いている場合、浮力
の大きさは重力の大きさよりも大き
くなっている

4. 物体をさらに深く沈めていくと、
水圧が大きくなるため浮力の大きさ
も比例して大きくなる

問10 水中に光源を置き、水面に向かって光を当てる実験を行います。入射角を0度から少しずつ大きくしていったところ、ある特定の角度を超えた瞬
間に、光が空気中へ屈折しなくなり、すべて境界線で反射する現象が観察されました。この実験の結果から導き出される説明として、最も適切
なものはどれですか。 （2018年 徳島公立入試 類似）

1. 入射角が臨界角よりも大きくなる
と全反射が起こる

2. 屈折角が臨界角よりも小さくなる
と全反射が起こる

3. 反射角が臨界角と同じになると全
反射が起こる

4. 入射角が常に屈折角よりも大きい
ため全反射が起こる

問11 水中にある物体に対して、重力とは反対の鉛直上向きにはたらく力の名称として、最も適切なものを答えなさい。 （2023年 沖縄公立入試 類似）

1. 重力 2. 浮力 3. 弾性力 4. 摩擦力

問12 滑車にかけられた糸の先にあるおもりについて、そのおもりに働く重力を矢印で図示する場合、書き方として正しいものはどれですか。 （2019年

新潟公立入試 類似）

1. 糸とおもりの接点を作用点とし、
糸に沿って上向きに描く

2. おもりの中心を作用点とし、真下
（鉛直下向き）に描く

3. おもりの底面を作用点とし、床に
向かって垂直に描く

4. おもりの中心を作用点とし、斜面
がある場合は斜面に沿って下向きに
描く



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 2

200Pa

100gの物体にはたらく重力が1Nであるため、質量110gの物体にはたらく重力は1.1Nとなる
。圧力をパスカルで求めるには面積の単位を平方mにする必要があるため、55平方cmを0.00
55平方mに換算する。1.1Nを0.0055平方mで割ると、200Paという数値が導き出される。

問2 答え 1

像の大きさは大きくなり、レンズからスクリ

ーンまでの距離は長くなる。

凸レンズによる実像の形成において、物体を凸レンズに近づけると、レンズを通過した光が一
点に集まる位置はレンズから遠ざかります。そのため、はっきりとした像を映すにはスクリー
ンをレンズから遠ざける必要があります。また、このときスクリーンに投影される像の大きさ
は、物体との距離が近づくほど、またスクリーンとの距離が遠くなるほど大きくなる性質があ
ります。

問3 答え 1

平行な光は反対側の焦点を通り、中心を通る

光は直進する

凸レンズによる光の屈折には明確な法則があります。光軸に平行な光は屈折して反対側の焦点
を通りますが、レンズの中心を通る光については、レンズの前後で屈折の度合いが相殺される
ため、そのまま直進します。この2種類の光の交わる点に、実像の先端が形成されます。

問4 答え 1

鼓膜が1秒間に振動する回数が増える。

コンピュータの画面上で波形の山の間隔が狭くなるということは、音の周波数が高くなったこ
とを示しています。音が高くなると、それを受け取る耳の鼓膜が1秒間に振動する回数（周波
数）も増加します。振動の幅は音の大きさに対応するため、山の間隔の変化は振動回数の変化
を意味します。

問5 答え 1

浮力：水がおもりを上向きに押し上げる力が

はたらき、ばねを引く力が小さくなったから

液体中の物体には、重力とは反対の上向きの力である浮力がはたらく。ばねののびはフックの
法則により、ばねを引く力の大きさに比例する。おもりを水に沈めると、浮力によっておもり
が上向きに押し上げられるため、ばねを引く力が「重力 － 浮力」の分へと小さくなり、結果
としてばねののびが減少する。この実験では、17.5cmから15.4cmへとばねののびが短くな
った差が、浮力の大きさを反映している。

問6 答え 1

縦軸が16.0cmの点から始まり、おもりの質

量が増えるにつれて一定の割合で値が大きく

なる直線

ゴムひもの「のび」は力の大きさに比例するが、グラフの縦軸が「全体の長さ」である場合、
おもりの質量が0gのときでも自然の長さ（16.0cm）の分だけ高さがある。そのため、グラフ
は(0, 16.0)の点からスタートする。また、質量に比例して一定の割合で長さが増加するため
、形状は傾きが一定の直線となる。原点を通る直線になるのは、縦軸を「のび」とした場合で
ある点に注意が必要である。

問7 答え 1

上下はそのままで、左右が反対に入れ替わっ

た状態

平面鏡によってつくられる像は、鏡の面を対称の軸として、実物と線対称な位置に現れます。
そのため、鏡の中の像は上下の向きは変わりませんが、観察者から見ると左右が反対になった
状態になります。これは鏡による反射で奥行き方向が反転するために起こる現象です。

問8 答え 1

1センチメートル

水中にある物体には、重力とは反対の上向きの力である浮力がはたらきます。ばねののびは物
体を引く力の大きさに比例するため、空気中でのばねののび（5センチメートル）から水中で
のばねののび（4センチメートル）を引いた減少量が、物体にはたらく浮力の大きさに相当し
ます。

問9 答え 2

水中の物体にはたらく浮力の大きさは、その

物体と同じ体積の水の重さに等しい

浮力の大きさは、その物体が押しのけた液体の重さに等しいというアルキメデスの原理に基づ
きます。物体が完全に水中にある場合、物体が押しのけた水の体積は物体の体積と一致するた
め、その体積分の水の重さが浮力となります。物体が沈む深さを変えても、物体が押しのける
水の体積（物体自身の体積）が変わらなければ、浮力の大きさは一定です。また、物体が浮い
ているときは重力と浮力がつり合っており、それぞれの大きさは等しくなっています。

問1
0

答え 1

入射角が臨界角よりも大きくなると全反射が

起こる

光が密な物質（水）から疎な物質（空気）へ進むとき、入射角が特定の「臨界角」を超えると
、光は境界線を通り抜けて屈折することができなくなり、すべての光が反射します。この現象
を全反射と呼びます。水から空気へ進む場合、屈折角の方が入射角よりも常に大きくなるため
、入射角が90度に達する前に屈折角が90度に達して全反射が始まります。

問1
1

答え 2

浮力

水中にある物体には、水圧の影響によって物体を押し上げようとする鉛直上向きの力がはたら
きます。この力の名称を浮力と呼び、水中の物体が軽くなったように感じる原因となります。

問1
2

答え 2

おもりの中心を作用点とし、真下（鉛直下向

き）に描く

重力を矢印で表すときは、物体の中心を作用点として設定します。向きは常に地球の中心を指
す「鉛直下向き」であり、糸が引く力の向きや、物体が置かれている面の傾きに左右されるこ
とはありません。


